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第１
常任委員会
の報告

第２
常任委員会
の報告

令和２年度各会計で資金不足ゼロ
包括連携協定、進む‼

「小児アレルギー専門外来」開始‼
新型コロナウイルスワクチン集団接種、終了

▲卓球を応援するのぼり
(ＪＲ留萌駅前)

留萌市議会
N E W S

「留萌市議会 公共施設整備調査研究会」発足
　市の社会教育施設・市役所庁舎および附帯
施設に関し、整備内容全般の調査・研究する

ため、研究会を発足。野崎良夫座長、村上均
副座長、村山ゆかり、鵜城雪子、燕昌克、海
東剛哲、芳賀博康の７人で構成する。

　令和２年度歳入歳出決算が報告され、病院会計
を含む各会計全てで資金不足額はゼロ。実質公債
費比率は、令和元年度に実施した市債の繰上償還
の効果により、2.9 ポイント減少の 12.5％である
説明がありました。９月定例会議案事項として、
移住・定住促進実証実験事業、卓球競技力強化事
業など令和３年度補正予算内容を確認。特に子ど
もたちの卓球競技力強化と留萌市への進学等の増
加を目指し、技術指導
場の練習環境の構築と
選手のスカウティング
経費として、144 万 5
千円の事業提案の説明
がありました。

　道の駅るもい「屋内
交流・遊戯施設」に係
る愛称の募集およびカ
フェ事業者の募集を９
月１日から 30 日まで
行うという報告を受け
ました。また、コンサドーレ札幌との連携につい
て９月下旬に包括連携協定締結、学校法人河合塾
との連携として、10 月上旬に包括連携協定締結、
更に人口減少に歯止めをかけるため、古民家・空
き家リノベーション事業を進めるための札幌市立
大学との連携について、12 月中旬に包括連携協
定締結を予定しているなど、今後のスケジュール
の情報提供がありました。

　留萌市立病院では今年 8 月、北海道ではま
だ数少ない「小児アレルギー専門外来」が始ま
り、専門外来では「偶数月の第１木曜日の午後
1 時 30 分から小児科外来で受付けをし、食べ
物のアレルギーや花粉症などお子様の辛い症状
でお困りの方は小児科医師が相談に応じる」と
の報告を受けました。
　また、新型コロナウイル
ス感染症対策として、リア
ル タ イ ム PCR 装 置 4,554
万円、デジタルマンモグラ
フィシステム 4,202 万円、
自 動 寝 返 り ベ ッ ド 3 台
231 万円ほか、総額 2 億

1,768 万円の整備事業費の説明を受けました。
　新型コロナウイルスワクチン接種の今後の動
向として、留萌市のワクチン接種は計画通りに
順調に進捗しており、
10 月末時点で接種対
象 者 の 約 9 割 が 2 回
目の接種を終えること
が予想され、10 月以
降は接種希望者が少な
いと推測されるため、集団接種は 9 月 26 日、
個別接種は 10 月 30 日をもって終了し、ワク
チン未接種の方へは今後、広報誌、ホームペー
ジ、FM ラジオ、町内回覧、新聞広告などで広
く周知していくとの説明を受けました。

▲建設中の屋内遊戯施設

▲はーとふるでの集団接種

テ
ー
マ

住み続ける、帰りたくなる
留萌を目指して

令和３年度「市民と議会の意見交換会」

～福祉・子育て・マチの魅力～

　留萌市議会では「市民にわかりやすく・開かれた議会」「市民参加の機会の拡充」および「市民への
説明責任を果たす」を実現することを目的として、毎年「市民と議会の意見交換会」を開催しています。
　今回の「市民と議会の意見交換会」は、「密閉・密接・密集」の３つの密を避け、感染を予防する「新
しい生活様式」の実践に取り組み、開催します。
　なお、新型コロナウイルス感染症の状況によっては、開催を延期する場合があります。

【とき・ところ】

託児スペースを開設
※事前にお知らせください。

2021 年

11月20日（土）
14：00 ～（90 分間程度）

留萌市中央公民館
（留萌市見晴町２丁目）

応募
締切11月10日（水）

【第１部】
　 　 議会報告 

【第２部】
　 　 意見交換

■参加申込について

　参加を希望する方は、申込書に必要事
項を記載の上、電話（℡：42-1907）ま
たはファクス（FAX：43-6700）、メール

（rumoishigikai@basil.ocn.ne.jp）でお申込
みください。なお、申込書は、議会意見箱
横（市役所、るもいプラザ）に置いてあ
るほか、留萌市議会ホームページ（http://
www.e-rumoi.jp/gikai/index.html）からダ
ウンロードすることができます。

▲小児アレルギー専門
外来窓口

◎委 員 長　村山ゆかり
○副委員長　横田　美樹

◦海東　剛哲　◦珍田　亮子　◦戸水美保子　
◦笠原　昌史　◦野崎　良夫

◎委 員 長　鵜城　雪子
○副委員長　芳賀　博康

◦小沼　清美　◦燕　　昌克　◦米倉　靖夫
◦小野　敏雄　◦村上　　均　　

参加者
募集
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小こ
ぬ
ま沼　

清き
よ
み美  

　
　
　
　
【
無
会
派
】

質
問

市
民
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
施
策
に
つ
い
て

　

高
齢
者
が
耳
の
聞
こ
え
に
く
さ
に
よ
っ

て
社
会
参
加
が
困
難
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
高
額
な
補
聴
器
へ
の
助
成
に
つ
い
て

伺
う
。
ま
た
、
来
年
度
か
ら
水
道
料
金
が

値
上
げ
さ
れ
る
が
、
低
所
得
者
等
に
対
す

る
減
免
制
度
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
伺

う
。

答
弁

軽
度
・
中
程
度
難
聴
者
の
支
援
策

は
な
い
が
、
高
度
難
聴
者
で
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
た
場
合
は
、
補
聴
器

購
入
費
の
支
給
に
か
か
る
制
度
の
対
象
と

な
り
、制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

水
道
料
金
の
減
免
の
制
度
は
な
い
が
、

支
払
い
が
困
難
な
場
合
に
は
、
市
の
窓
口

に
相
談
し
て
ほ
し
い
。
地
域
間
の
水
道
料

金
格
差
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
も
全
国
市
長
会
や
日
本
水

道
協
会
を
通
じ
、
国
に
対
し
て
、
地
域
の

実
情
を
踏
ま
え
た
財
政
措
置
や
補
助
金
の

拡
充
な
ど
の
提
言
・
要
望
を
続
け
る
。

質
問

教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

　

８
時
間
労
働
と
い
う
原
則
を
崩
し
、
長

時
間
労
働
を
助
長
し
か
ね
な
い
教
職
員
の

１
年
間
の
変
形
労
働
時
間
制
導
入
に
つ
い

て
伺
う
。
ま
た
、
留
萌
市
ア
ク
シ
ョ
ン
・

プ
ラ
ン
で
唯
一
未
実
施
と
な
っ
て
い
る
学

校
給
食
費
の
公
会
計
化
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

制
度
導
入
の
条
件
で
あ
る
時
間
外

在
校
等
時
間
を
、
上
限
の
範
囲
内
に
す
る

こ
と
が
難
し
い
状
況
。
今
後
も
留
萌
市
ア

ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
勤
務
時

間
の
縮
減
を
図
る
取
り
組
み
を
着
実
に
進

め
て
い
く
。
教
職
員
の
学
校
給
食
費
に
係

る
業
務
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
は
、
国
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
と
し
な
が
ら
公
会

計
化
へ
向
け
た
調
査
・
研
究
を
行
い
、
給

食
費
の
請
求
・
徴
収
・
督
促
を
学
校
給
食

会
で
行
う
方
法
な
ど
も
検
討
す
る
。

野の
ざ
き崎　

良よ
し
お夫  

　
　
　
　
【
無
会
派
】

質
問

中
西
市
政
の
継
続
に
つ
い
て

　

中
西
船
長
の
「
る
も
い
丸
」
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
気
象
条
件
を
乗
り
越
え
て
、
間
も

な
く
あ
と
、
５
カ
月
で
４
年
間
の
航
海
を

終
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

来
春
の
２
月
に
は
、
間
違
い
な
く
市
長

選
挙
が
執
行
さ
れ
る
が
「
政
治
の
世
界
」

に
お
い
て
、
現
職
は
２
期
目
に
向
か
う
と

い
う
こ
と
が
「
首
長
選
挙
の
常
道
」
で
あ

る
の
で
、
出
馬
の
意
思
表
示
を
一
日
も
早

く
お
聞
き
し
た
く
、決
断
を
お
伺
い
す
る
。

答
弁

２
期
目
へ
の
意
思
表
示
は
、
市
民

の
声
を
受
け
止
め
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
状
況
も
見
定
め
た
上
で
、
後

援
会
な
ど
関
係
者
に
相
談
を
し
て
で
き
る

限
り
早
く
判
断
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

質
問

国
勢
調
査
の
人
口
速
報
集
計
結
果

を
う
け
て

　

６
月
25
日
「
速
報
値
」
が
発
表
さ
れ
、

留
萌
市
の
人
口
は
「
２
万
１
２
３
人
」
と

な
り
、
４
月
末
の
住
民
基
本
台
帳
で
は

「
１
万
９
９
９
７
人
」
の
人
口
と
な
り

２
万
人
を
割
り
込
ん
だ
。

　

留
萌
市
の
人
ロ
ビ
ジ
ョ
ン
で
、
６
年
前

に
掲
げ
た
目
標
値
を
６
３
９
人
と
大
き
く

下
回
っ
た
の
で
、
市
長
の
心
境
を
お
伺
い

し
た
い
。
ま
た
、「
地
域
経
済
戦
略
・
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
・
サ
ポ
ー
ト
戦
略
」
を
基
に

目
標
人
口
を
推
計
し
て
い
る
が
、
人
ロ
ビ

ジ
ョ
ン
に
向
か
っ
て
具
体
的
な
人
口
減
少

対
策
に
つ
い
て
お
伺
い
す
る
。

答
弁

私
の
想
定
を
超
え
る
早
さ
で
、
人

口
が
２
万
人
を
切
っ
た
。

　

人
口
減
少
社
会
を
視
点
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
展
望
を
模
索
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

中
・
高
生
の
ス
ポ
ー
ツ
や
学
習
環
境
の

充
実
を
図
る
な
ど
、
新
た
な
視
点
で
、
移

住
・
定
住
を
促
進
し
て
い
く
。

村む
ら
か
み上　

 

均ひ
と
し  

　
　
【
留
萌
公
明
党
】

質
問

道
の
駅
開
設
後
の
現
状
に
つ
い
て

　

昨
年
４
月
、高
規
格
幹
線
道
路
「
深
川
・

留
萌
自
動
車
道
」
の
全
面
開
通
。
７
月
に

は
コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
の
中
、

道
の
駅
る
も
い
の
オ
ー
プ
ン
・
み
な
と
オ

ア
シ
ス
認
定
な
ど
観
光
施
策
を
発
信
。
多

く
の
観
光
客
も
留
萌
市
を
訪
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
開
業
１
年
後
の
地
域
へ
の
波
及
効

果
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
伺
う
。

答
弁

る
し
ん
ふ
れ
愛
パ
ー
ク
（
船
場
公

園
）
の
指
定
管
理
者
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
留
萌

観
光
協
会
が
、
国
の
研
究
機
関
協
力
に
よ

り
市
内
経
済
へ
の
波
及
効
果
分
析
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、
令
和
２
年
度
実
積
で

１
億
２
３
０
０
万
円
の
生
産
誘
発
額
が
市

内
経
済
に
波
及
さ
れ
た
と
算
出
し
た
。
道

令和 2年度決算審査特別委員会からの報告 ９月15日から16日まで決算審査
特別委員会を開きました。

【総務費】　　　　　　　　　　　　　
地域おこし協力隊事業で見えてき
た課題は。
本来の決められた活動に加え、ス
マートフォン活用事業や AR 技術
活用など自由にチャレンジする活
動ができるように応援する必要が
ある。

市庁舎のデジタル環境推進事業の
成果は。
ウェブ会議室を整備し、63 日間
で 75 回活用している。

【民生費】　　　　　　　　　　　　
生活保護扶助費が人口減の比率と
比べて更に減っているが要因は。
被保護者の 60％以上が高齢者で、
死亡による廃止が増えている。
障害者自立支援給付費が増額に
なった要因は何か。
グループホームに入居する人が増
えていて、安心して暮らせると思う
人が多いからではないかと考える。
待機児童の現状は。
令和 2 年度 4 月当初 10 人いたが、
年度末には５人。ゼロ歳児のニー
ズが増えてきている。

【衛生費】　　　　　　　　　　　　　
各種健診の受診人数が減った要因
は。
コロナの影響で春の健診も中止と
なり人数が減った。
地域リスク介入研究推進事業の内
容は。
65 歳以上の独居高齢者の健康リ
スクが高いという分析により、人

コロナ禍の影響を考慮し、市民周
知をしていなかったので、留萌市
ホームページで遊具の紹介をして
いく。

市内公園の長寿命化事業を行って
いるが利用者数は。
有料公園で 神居岩公園 5,724 人、
浜中運動公園 3,245 人、見晴公
園 4,263 人が利用している。

【教育費】　　　　　　　　　　　
冬期スポーツ環境整備事業の効果は。
クロスカントリー、ゲレンデの整
地は、スノーモービルで行うより
時間短縮され、圧雪もでき利用者
は満足している。

GIGA スクール構想ネットワーク
整備事業は令和２年度の整備は
100％なのか。
令和５年度まで段階的配置を計画
していたが、令和２年度中に小学
校 872 台、中学校 473 台の全て
を整備した。
 ICT 支援業務委託内容は。
小・中学校でのパソコンへのイン
ストールなどの運用を行い、教職
員の後方支援を行うことにより、
業務負担軽減を図った。

数、どの地域に多く住んでいるか
を調査している。

【労働費】　　　　　　　　　　　　　
地元若者人材育成事業の内容は。
地域外からのアドバイザーを招へ
いし、商品開発や地域ビジネスを
学ぶ事業。コロナ禍でアドバイ
ザーを招へいすることができず、
少ない予算執行となった。

【農林水産業費】　　　　　　　　　　　　　
スマート農業推進事業の進捗は。
圃場が 20ha 以上の水稲者が対象
で 12 戸。トラクターの自動操舵
の普及により作業の省力化、効率
化を図る。GPS 基地局の設置、ド
ローンによる農薬散布も進めてき
た。

産学官連携強化事業の成果は。
東海大と連携して、新たな沿岸漁
業資源開発研究として、ウニ畜養
試験、アサリ資源増大などの研究
に取り組んだ。

【商工費】　　　　　　　　　　　
住宅改修促進助成金の効果は。
令和２年度 30 件の申し込みがあ
り、経済効果は 5,352 万円となっ
た。
デジタル環境推進事業の効果は。
キャッシュレスの活用により、キャ
ンペーン前と比べて件数が 2.5 倍、
金額で 3.5 倍の実績となった。

【土木費】　　　　　　　　　　
神居岩公園でアスレチックなどの
遊具が整備されたが、市民周知し
ていないのではないか。

▲協力隊員によるスマホ個別相談会

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ
Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ
Ａ

（一部抜粋）

▲市内の小中学校児童生徒に給食を提供
する留萌市学校給食センター

▲留萌市の人口と世帯（８月末日現在）

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ
Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

▲ドローンによる農薬散布

▲留萌市で導入した圧雪車

▲神居岩のアスレチック遊具
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の
駅
の
整
備
効
果
が
表
わ
れ
て
き
た
と
考

え
る
。

質
問

除
排
雪
対
策
に
つ
い
て

　

市
の
除
排
雪
対
策
の
一
部
に
は
、
共
助

に
よ
る
地
域
除
雪
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
除
雪

の
一
層
の
普
及
を
図
る
と
あ
る
。
そ
こ
で

地
域
限
定
、
雪
の
堆
積
場
の
実
施
後
の
検

証
と
、
除
雪
対
策
と
し
て
町
内
会
な
ど
の

団
体
に
よ
る
自
主
的
な
除
雪
が
実
施
さ
れ

て
い
る
が
、
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

地
域
限
定
雪
の
堆
積
場
は
、
出
入

り
口
付
近
に
置
か
れ
た
雪
の
定
期
的
な
排

雪
作
業
が
困
難
な
場
所
も
あ
る
影
響
で
、

現
在
は
１
カ
所
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
町

内
会
な
ど
に
は
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
や
移
動

式
融
雪
機
、
小
型
除
雪
機
を
無
料
で
貸
し

出
し
て
お
り
、今
後
も
利
用
を
促
し
た
い
。

芳は

が賀　

博ひ
ろ
や
す康  

　
　
　
　
【
民　

主
】

質
問

職
員
の
人
材
育
成
に
つ
い
て

　

職
員
の
減
少
や
年
齢
構
成
の
偏
り
、
専

門
職
不
足
を
踏
ま
え
た
時
、
市
民
の
信
頼

と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
防
ぐ
た
め
、

今
後
ど
の
よ
う
な
視
点
で
人
材
育
成
を
図

る
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

答
弁

人
材
育
成
を
計
画
的
に
進
め
て
行

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
総
合

計
画
な
ど
の
中
長
期
的
な
計
画
と
関
連
性

を
持
た
せ
て
い
く
。
ま
た
、
時
代
の
変
化

に
即
し
た
人
材
育
成
基
本
方
針
の
見
直
し

を
行
い
な
が
ら
、
職
員
の
持
つ
可
能
性
、

能
力
、
意
欲
を
最
大
限
に
引
き
出
す
効
率

的
な
人
材
育
成
に
努
め
て
行
き
た
い
。

質
問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
つ
い
て　

①
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
10
月
30
日
で
す
べ

て
終
了
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
が
、
新

た
な
接
種
希
望
者
の
増
加
や
諸
事
情
に
よ

り
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
で
き
な
か
っ
た
市
民

に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
う
の

か
お
聞
き
し
た
い
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
デ
ル
タ
株
の

出
現
に
よ
り
、感
染
者
は
増
加
し
て
い
る
。

留
萌
市
で
も
新
学
期
が
始
ま
っ
て
い
る

が
、
学
校
で
の
感
染
防
止
対
策
を
お
聞
き

し
た
い
。

答
弁

①
11
月
以
降
の
接
種
は
、
期
間
中

に
12
歳
に
到
達
す
る
人
や
転
入
者
な
ど
で

市
内
の
医
療
機
関
１
カ
所
で
行
う
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
詳
細
が
決
ま
り
し
だ
い
周

知
す
る
。

②
市
内
小
中
学
校
感
染
対
策
と
し
て
は
文

部
科
学
省
が
作
成
し
た
学
校
に
お
け
る
衛

生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
踏
ま
え
、
行
動
基

準
を
最
高
レ
ベ
ル
と
な
る
レ
ベ
ル
3
に
移

行
し
た
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
徹
底
し
た
取

り
組
み
を
実
施
し
、
具
体
的
に
は
修
学
旅

行
や
宿
泊
研
修
を
見
合
わ
せ
て
い
る
。

戸と
み
ず水

美み

ほ

こ
保
子  

　
　
【
留
萌
公
明
党
】

質
問

ひ
と
り
親
の
方
へ
の
支
援
策
の
周

知
に
つ
い
て

　

ひ
と
り
親
世
帯
に
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
が

厳
し
く
表
れ
て
い
る
と
の
報
道
が
あ
っ

た
。
ひ
と
り
親
の
方
々
が
今
後
、
安
定
し

た
就
労
を
目
指
す
場
合
に
お
い
て
、
市
と

し
て
の
支
援
策
と
そ
の
周
知
に
つ
い
て
、

市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答
弁

国
が
掲
げ
る
就
労
支
援
事
業
で
あ

る
「
母
子
家
庭
等
自
立
支
援
教
育
訓
練
給

付
金
」
お
よ
び
「
高
等
職
業
訓
練
促
進
給

付
金
」
に
つ
い
て
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
も
と
よ
り
、
児
童
扶
養
手
当
支
払
通
知

書
の
発
送
時
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
す

る
な
ど
、
対
象
と
な
り
得
る
方
に
情
報
が

行
き
届
く
よ
う
周
知
し
て
い
く
。
ま
た
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
パ
ワ
ス
ポ
留
萌
、
介
護

施
設
等
の
事
業
所
に
も
配
布
し
、
幅
広
い

情
報
発
信
に
努
め
る
。

質
問

市
民
相
談
窓
口
の
周
知
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
度
市
民
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ

ー
ト
の
「
市
民
相
談
」
の
項
目
で
、
約
６

割
の
市
民
が
「
市
民
相
談
が
充
実
し
て
お

り
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
」

の
問
い
に
「
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
・
そ

う
思
わ
な
い
」
と
回
答
し
て
い
る
。
そ
の

理
由
と
し
て
、「
市
民
相
談
が
あ
る
こ
と

を
知
ら
な
か
っ
た
」が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
広
く
相
談
窓
口
を
周
知
し
、

相
談
が
あ
る
時
に
は
活
用
し
て
も
ら
っ

て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
相
談
窓
口
の

表
示
を
し
て
、
分
か
り
や
す
く
し
て
は
ど

う
か
。

答
弁

市
民
相
談
業
務
に
つ
い
て
、
広
報

紙
の
特
集
記
事
、
町
内
回
覧
や
「
エ
フ
エ

ム
も
え
る
」に
よ
る
周
知
を
進
め
て
い
く
。

ま
た
、
窓
口
が
分
か
り
や
す
い
対
応
も
行

う
。

鵜う
し
ろ城　

雪ゆ
き
こ子  

　
　
　
　
【
無
会
派
】

質
問

市
立
病
院
に
冷
房
な
ど
整
備
へ

　

今
年
は
特
に
猛
暑
で
入
院
患
者
や
医
療

従
事
者
に
と
っ
て
大
変
だ
っ
た
が
、
今
後

も
温
暖
化
に
よ
る
猛
暑
が
想
定
さ
れ
る
た

め
、
患
者
の
体
調
管
理
や
医
療
従
事
者
の

働
き
や
す
い
環
境
を
考
慮
し
、
院
内
の
空

調
整
備
の
更
新
や
冷
房
設
備
の
導
入
が
必

要
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
４
人
病
室
の
温
水
洗
浄
機
能
付

便
座
の
設
置
な
ど
、
病
院
内
の
環
境
の
改

善
を
行
う
事
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
る
が

留
萌
市
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

答
弁

院
内
の
冷
房
設
備
に
つ
い
て
は
、

設
置
方
法
を
含
め
来
季
シ
ー
ズ
ン
ま
で
に

整
備
を
考
え
て
お
り
設
置
で
き
る
よ
う
検

討
を
進
め
て
い
る
。

　

４
人
部
屋
へ
の
温
水
洗
浄
機
能
付
便
座

に
つ
い
て
も
計
画
的
に
設
置
を
検
討
し
て

い
く
。

質
問

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
虚
偽
報
告
と
今

後
の
接
種
に
つ
い
て

　

道
内
36
自
治
体
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業

務
を
請
け
負
う
会
社
が
、
自
治
体
に
受
電

件
数
な
ど
を
虚
偽
報
告
し
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
留
萌
市
も
含
ま
れ
て
い
る

の
か
、
今
後
の
市
の
対
応
に
つ
い
て
お
聞

き
し
た
い
。

　

ま
た
、
11
月
以
降
の
接
種
は
ど
こ
の
医

療
機
関
で
行
う
お
考
え
か
。

　

３
回
目
の
ブ
ー
ス
タ
ー
接
種
に
対
す
る

接
種
時
期
や
体
制
を
お
聞
き
す
る
。

答
弁

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務
を
請
け
負

う
会
社
に
は
留
萌
市
も
委
託
し
て
お
り
、

問
い
合
わ
せ
受
付
件
数
や
受
電
件
数
な
ど

実
際
よ
り
多
く
報
告
さ
れ
た
こ
と
が
分
か

っ
た
。

　

後
日
、
会
社
の
役
員
が
謝
罪
の
た
め
来

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
も
っ
て

今
後
の
対
応
を
判
断
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

11
月
以
降
の
接
種
は
留
萌
記
念
病
院
を

予
定
し
て
い
る
。

　

3
回
目
の
接
種
は
国
や
道
か
ら
方
針
が

示
さ
れ
た
段
階
で
検
討
し
た
い
。

村む
ら
や
ま山

ゆ
か
り  

　
　
【
萌
芽
ク
ラ
ブ
】

質
問

中
西
市
政
の
検
証
と
展
望

　

Ｊ
Ｒ
留
萌
本
線
の
存
廃
問
題
に
つ
い
て

今
後
の
展
望
を
伺
い
た
い
。

　

新
た
な
交
流
拠
点
「
道
の
駅
る
も
い
」

の
成
果
と
今
後
の
企
業
連
携
を
通
じ
た
最

終
ビ
ジ
ョ
ン
を
聞
き
た
い
。

　

人
材
を
確
保
す
る
た
め
の
留
萌
力
を
培

う
政
策
と
し
て
、
地
元
高
校
へ
の
タ
ブ
レ

ッ
ト
貸
与
や
河
合
塾
と
の
連
携
、
卓
球
の

競
技
力
強
化
事
業
な
ど
見
込
ま
れ
て
い
る

が
、
目
指
す
方
向
性
を
伺
い
た
い
。
卓
球

を
通
じ
た
子
ど
も
達
の
夢
の
実
現
に
向

け
、
応
援
寄
附
金
を
募
集
し
て
い
る
が
活

用
方
法
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁

1
市
２
町
の
存
続
協
議
の
状
況
確

認
と
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
対
し
、
改
め
て
部
分

廃
止
を
求
め
る
考
え
を
伝
え
、
で
き
る
だ

け
早
く
方
向
性
を
導
く
た
め
協
議
し
た

い
。

　

道
の
駅
る
も
い
オ
ー
プ
ン
か
ら
の
来
訪

者
は
、
43
万
７
５
１
６
人
。
生
産
誘
発
額

と
し
て
約
1
億
２
３
０
０
万
円
の
波
及
効

果
を
算
出
。
今
年
３
月
に
包
括
連
携
協
定

を
締
結
し
た
株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
と
道
の

駅
る
も
い
を
拠
点
と
し
た
具
体
的
な
連
携

方
策
を
進
め
て
い
る
。
管
内
全
体
の
資
源

を
活
か
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
可

能
性
を
検
討
し
、
店
舗
進
出
し
て
い
た
だ

け
た
ら
と
期
待
し
て
い
る
。

　

留
萌
高
校
の
間
口
維
持
や
市
の
人
口
減

少
に
向
け
、
管
内
・
外
か
ら
の
進
学
者
を

増
加
さ
せ
る
た
め
、
学
力
向
上
に
支
援
し

た
い
。
河
合
塾
と
市
は
、
全
国
初
の
連
携

協
定
を
結
ぶ
予
定
。タ
ブ
レ
ッ
ト
貸
与
等
、

必
要
な
こ
と
は
継
続
し
た
い
。

　

今
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
ス
ポ
ー

ツ
の
応
援
寄
附
金
は
３
４
０
件
で
、

６
１
７
万
６
千
円
と
な
り
、
卓
球
の
練
習

環
境
整
備
や
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
、
地

方
か
ら
の
越
境
入
学
の
受
け
入
れ
支
援
に

活
用
し
た
い
。

▲ 地域への経済波及効果があった道の駅
るもい

▲９月 26 日で終了した集団接種

▲市民課に設置されている市民相談窓口

▲新型コロナウイルスワクチン接種の様子

▲留萌市 HP で募集している「子ども達の
夢の実現のための応援寄附金」
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編集後記編集後記

　留萌南部衛生組合議会第 2 回定例会が、8 月
24 日午後 1 時半から開催され、議案は 1 件で

「令和 2 年度同組合会計歳入歳出決算」を認定
して閉会しました。決算は「歳入 8 億 1,747
万 7 千円、歳出 7 億 9,495 万 7 千円」で、差
引額 2,252 万円となり、翌年度に繰り越しさ
れました。8 月 11 日に開催された議員協議会
においては「粗大
ごみの処理手数料
の排出区分の見直
し」について協議
しました。

令和３年度上半期 留萌市議会議員出席状況（４月１日〜９月30日）

※委員会は開催状況によって
　出席回数が異なる

※（―）は出席対象外の会議
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2

2

10

7

8

6

3

開催
日数 出　　席　　日　　数

⑭ 

野
　
崎
　
良
　
夫

⑬ 

村
　
山
　
ゆ
か
り

⑫ 

村
　
上
　
　
　
均

⑪ 
鵜
　
城
　
雪
　
子

⑩ 

笠
　
原
　
昌
　
史

⑨ 

小
　
野
　
敏
　
雄

⑧ 

戸
　
水
　
美
保
子

⑦ 

米
　
倉
　
靖
　
夫

⑥ 

珍
　
田
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第 2 常任委員会視察
留萌南部衛生組合議会

議 会 の 動 向議 会 の 動 向
令和3年6月15日から9月7日まで令和3年6月15日から9月7日まで
の議会の動向を報告しますの議会の動向を報告します

留萌市議会　フェイスブック

※QRコードまたはキーワードで検索願います。

フェイスブックも
チェック

こんなことこんなことがが決まりました決まりました
令和３年 第３回定例会 ９月７日〜16日
令和３年 第３回臨時会 ７月２８日

令和３年 第３回定例会
選　　挙

認　　定

報　　告

議　　案

意見書案

・留萌市選挙管理委員会委員及び補充員の選挙について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…指名推選
・令和２年度留萌市各会計歳入歳出決算の認定について

　　　　　　　　　　　　　　　ほか２件…認　　定
・令和２年度留萌市の健全化判断比率の報告について
・令和２年度留萌市の資金不足比率の報告について
・令和２年度留萌市水道事業会計予算繰越計算書について
　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか１件…
・令和３年度留萌市一般会計補正予算（第９号）
・令和３年度留萌市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
・令和３年度留萌市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
・令和３年度留萌市病院事業会計補正予算（第１号）
・留萌市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について
・留萌市重度心身障害者及びひとり親家庭等の医療費の助
成に関する条例の一部を改正する条例制定について
・留萌市過疎地域持続的発展市町村計画の策定について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…原案可決
・留萌市公平委員会委員の選任について
・留萌市教育委員会委員の任命について　　　…同　　意
・コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充
実を求める意見書
・林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化
を求める意見書　　　　　　　　

ほか５件…原案可決

令和３年 第３回臨時会
報　　告

議　　案

・専決処分の報告について（令和３年度留萌市一般会計補
正予算（第 7 号）について）　　　　　　　　…
・令和３年度留萌市一般会計補正予算（第 8 号）
・財産の取得について　　　　　　　ほか１件…原案可決

令和３年留萌市議会第２回定例会
開会日
一般質問
議会運営委員会
一般質問
本会議
第１常任委員会
第２常任委員会
全国市議会議長会基地協議会第
100 回理事会（東京都）（議長）
全員協議会
各派代表者会議
議会運営委員会
議会広報広聴常任委員会
令和３年度留萌地域総合開発期成
会臨時総会・地元要望（議長）
第２常任委員会
るもい呑涛まつり式典（正副議長）
第１常任委員会
令和 3 年度第 26 普通科連隊（留
萌駐屯地）総合戦闘射撃訓練見学

（上富良野町）（副議長）
海上自衛隊護衛艦「はまぎり」入
港歓迎式（議長）
議会運営委員会
北海道留萌高等学校ＰＴＡ会長よ
り要望書受理（議長）
令和３年第３回臨時会
各派代表者会議
公共施設整備調査研究会
第２常任委員会
議会運営委員会
令和３年度留萌市平和祈念式典

（正副議長）
第２常任委員会
第１常任委員会
公共施設整備調査研究会
各派代表者会議
議会広報広聴常任委員会
議会運営委員会
令和３年留萌市議会第３回定例会
開会日
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　９月 27 日に視
察を行った旧北光
中学校では、廃校
となって使用して
いない学校施設の
一部、屋内体育館
を、子どものためのクラブチームなどの練習場
所として開放し、有効に利活用されていました。　
　また、子ども発達支援センターでは、10 月
から市町村中核子ども発達支援センターとして
新たな支援事業が始まりますが、言語指導室は
じめ、感覚統合室や水療育室を兼ね備えた近代
的なセンターの施設と事業概要の説明を受けま
した。

▲感覚統合室の様子

　緊急事態宣言が北海道にも発出され
ている中の議会となりました。飲食店

には営業時間の短縮、酒類の提供の自粛が求められ、市民生活に
直結する公共施設についても休止となりました。困難な時こそ市
民に寄り添う議会でありたいと思います。
　11 月 20 日（土）に行われる「市民と議会の意見交換会」は、「住
み続ける、帰りたくなる留萌を目指して～福祉・子育て・マチの
魅力～」をテーマとして行われます。昨年はコロナ禍で中止とな
りましたが、今回は感染予防対策をしっかり行い、若者たちにも
参加を呼びかけ、マチづくりについて意見を出し合い、市政に反
映できる会となるよう、全議員で力を尽くします。( 清 )

了

了


